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大
熊
町
役
場
前
の
県
道
で
は
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
美
し
く

色
づ
い
て
い
ま
す
。
取
材
し
た
の
は
11
月
中
旬
の
穏
や
か
な

日
。
風
が
吹
く
と
サ
ラ
サ
ラ
と
数
枚
の
葉
が
落
ち
、
辺
り
に

は
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
し
た
。
県
道

の
交
通
量
は
意
外
に
多
く
、
取
材
中
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く

往
来
す
る
工
事
の
ト
ラ
ッ
ク
や
立
ち
入
り
の
乗
用
車
。
秋
の

終
わ
り
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
心
な
し
か
速
度
を
緩
め
て

並
木
道
を
通
過
し
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
本
格

的
な
冬
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・	なんと、大熊町（正確には大野村）にはかつて映画館が

ありました！その映画館の名前は？
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「トウミギ食べるとき焼く派、それとも茹でる派？」	

トウミギって何？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp
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問 大熊町役場会津若松出張所総務課

査」および「当初予算書」などを基にしています。
　なお、ここに用いている数値は、毎年4月1日現在の「地方公務員給与実態調査」「地方公共団体定員管理調
町議会の審議を経て、条例で定められています。
　町職員の給与は、国の人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地方公共団体の給与との均衡を考えながら、
町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町職員の給与などについて、お知らせします。

大熊町の職員給与お知らせします

年度 住民基本台帳人口 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費率（B/A)
27 平成28年3月31日現在　10,707人 13,941,176千円 369,808千円 1,030,991千円 7.4％

（注）人件費には、特別職に支給される給与などが含まれます。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

年度 職員数
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計
28 111人 392,058千円 79,052千円 149,873千円 620,988千円

　　職員とは、一般行政職、学校以外の教育関係職、幼稚園教諭、技能労務職です。
（注）職員手当には、退職手当は含まれていません。

（２）職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 295,392円 40.0歳
技能労務職 301,561円 57.0歳

（平成28年4月1日）

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　　分 法定初任給 採用2年目経過日給料

一般行政職
大学卒 181,700円 193,800円
高校卒 148,700円 157,300円

技能労務職 高校卒 142,000円 150,300円

（平成28年4月1日）（４）職員の初任給の状況

区　　分
経　験　年　数

10～15年 15～20年 20～25年 25～30年 30～35年 35年以上

一般行政職
大学卒 270,100円 320,700円 364,600円 396,300円 412,600円 376,400円
高校卒 217,900円 206,800円 332,900円 350,400円 － 371,800円

（平成28年4月1日）（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

期末手当

勤勉手当

区　　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.325月分 2.55月分
勤勉手当 0.8月分 0.8月分 1.6月分
計 2.025月分 2.125月分 4.15月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置あり
（12月期は予定）

退職手当
支  給  率

退職事由 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 21.620月分 27.025月分
勤続25年 30.820月分 36.570月分
勤続35年 43.700月分 52.440月分
最高限度 52.440月分 52.440月分

定年前早期退職者に対する加算措置あり

特殊勤務手当

職員全員に占める手当支給職
員の割合 33.3％

代 表 的 な
手当の名称

・税務職員の特殊勤務手当
・幼稚園教諭の特殊勤務手当
・伝染病防疫作業員の特殊勤務手当
・災害応急作業等に従事する職員の
特殊勤務手当

支給対象者職員１人当たりの
平均支給月額 12,400円

手当の種類（手当数） ７種類

時  間  外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当
・支給職員の割合48.5％

住居手当

【借家･借間】
月額9,500円を超える家賃を支払っている
職員に対し100円～27,000円

扶養手当
・配偶者13,000円 
・配偶者以外の扶養親族6,500円（職員に配偶者がない場合にあってはそのうち1人については11,000円）
・扶養親族のうち満16歳年度初めから満22歳年度末までの子1人につき5,000円加算

通勤手当

交通機関
等利用者

・63,000円まで全額
・63,000円を超えた場合
その超えた額の1/2を
63,000円に加えた額

交通用具
使 用 者

片道２㎞以上の使用距離に応じて
2,400円～46,500円

（平成28年4月1日）（６）職員手当の状況

給料（報酬）月額 期末手当

給　料
町　長
副町長
教育長

770,000円
604,000円
550,000円

報　酬
議　長
副議長
議　員

291,000円
249,000円
234,000円

（支給割合）
6月期 1.5月分
12月期 1.6月分

計 3.1月分

計算の基礎となる額は、給
料・報酬月額に15％加算し
た額（12月期は予定）

（平成28年4月1日）（７）特別職の報酬等の状況

　部門

年度　

一般行政 特別
行政 公営企業等

計
議会 総務 税務 民生 衛生 農水 土木 教育 国保 介護 後期

高齢
28 2 54 8 12 13 5 10 15 4 8 1 132

（単位：人）（８）職員数の状況（全職種）

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
(人) (％) (人) ( ％) 段階

1級 定型的な業務を行う職務 46 35.4
主事、技師、保育士、保健師、教諭、介
護支援専門員、学芸員、主事補、保育
助手、助教諭

64 49.2 係員級

2 級 知識又は経験を必要とする業務
を行う職務

18

 

13.8

 

主査、技査、保育技師、副主任保健師、
副主任教諭、副主任保育士、副主任介
護支援専門員、副主任学芸員

3 級 総括主任の職務、副総括主任の職
務及び主任主査の職務

36 27.7

総括主任、副総括主任、主任主査、
主任技査、主任保育士、主任保健師、
主任教諭、主任介護支援専門員、
主任学芸員

36 27.7 係長級

4 級
主幹の職務、副主幹の職務及び
困難な業務を処理する総括主任
の職務

14 10.8 主幹、副主幹、総括主任 14 10.8 課長補佐級

5 級 課長の職務及び総括主幹の職務 12 9.2 課長、所長、室長、事務局長
16 12.3 課長級

6 級 総括参事の職務、参事の職務及び
困難な業務を処理する課長の職務

4 3.1 総括参事、参事、課長

合計 130 100

（９）等級及び職制上の段階ごとの職員数 （平成28年4月1日）

行
政
職
給
料
表

3 級
主任運転手、主任調理員、主任給
食員、困難な業務を行う主任用務
員の職務

1 50.0 主任運転手、主任調理員、主任給食員、主任用務員 1 50.0

2 級 自動車運転手、調理員、給食員、
主任用務員の職務 1 50.0 自動車運転手、調理員、給食員、主任用務員 1 50.0

1 級 用務員の職務 用務員

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
(人) (％) (人) ( ％) 段階

4級 総括主任運転手、総括主任調理員、
総括主任給食員の職務

総括主任運転手、総括主任調理員、総
括主任給食員

1002合計

係員級

技
能
労
務
職
給
与
表
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　なお、ここに用いている数値は、毎年4月1日現在の「地方公務員給与実態調査」「地方公共団体定員管理調
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　町職員の給与は、国の人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地方公共団体の給与との均衡を考えながら、
町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町職員の給与などについて、お知らせします。

大熊町の職員給与お知らせします

年度 住民基本台帳人口 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費率（B/A)
27 平成28年3月31日現在　10,707人 13,941,176千円 369,808千円 1,030,991千円 7.4％

（注）人件費には、特別職に支給される給与などが含まれます。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

年度 職員数
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計
28 111人 392,058千円 79,052千円 149,873千円 620,988千円

　　職員とは、一般行政職、学校以外の教育関係職、幼稚園教諭、技能労務職です。
（注）職員手当には、退職手当は含まれていません。

（２）職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 295,392円 40.0歳
技能労務職 301,561円 57.0歳

（平成28年4月1日）

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　　分 法定初任給 採用2年目経過日給料

一般行政職
大学卒 181,700円 193,800円
高校卒 148,700円 157,300円

技能労務職 高校卒 142,000円 150,300円

（平成28年4月1日）（４）職員の初任給の状況

区　　分
経　験　年　数

10～15年 15～20年 20～25年 25～30年 30～35年 35年以上

一般行政職
大学卒 270,100円 320,700円 364,600円 396,300円 412,600円 376,400円
高校卒 217,900円 206,800円 332,900円 350,400円 － 371,800円
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職員全員に占める手当支給職
員の割合 33.3％
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手当の名称
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支給対象者職員１人当たりの
平均支給月額 12,400円

手当の種類（手当数） ７種類

時  間  外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当
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月額9,500円を超える家賃を支払っている
職員に対し100円～27,000円

扶養手当
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・配偶者以外の扶養親族6,500円（職員に配偶者がない場合にあってはそのうち1人については11,000円）
・扶養親族のうち満16歳年度初めから満22歳年度末までの子1人につき5,000円加算

通勤手当

交通機関
等利用者

・63,000円まで全額
・63,000円を超えた場合
その超えた額の1/2を
63,000円に加えた額

交通用具
使 用 者

片道２㎞以上の使用距離に応じて
2,400円～46,500円

（平成28年4月1日）（６）職員手当の状況

給料（報酬）月額 期末手当

給　料
町　長
副町長
教育長

770,000円
604,000円
550,000円

報　酬
議　長
副議長
議　員

291,000円
249,000円
234,000円

（支給割合）
6月期 1.5月分
12月期 1.6月分

計 3.1月分

計算の基礎となる額は、給
料・報酬月額に15％加算し
た額（12月期は予定）

（平成28年4月1日）（７）特別職の報酬等の状況

　部門

年度　

一般行政 特別
行政 公営企業等

計
議会 総務 税務 民生 衛生 農水 土木 教育 国保 介護 後期

高齢
28 2 54 8 12 13 5 10 15 4 8 1 132

（単位：人）（８）職員数の状況（全職種）

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
(人) (％) (人) ( ％) 段階

1級 定型的な業務を行う職務 46 35.4
主事、技師、保育士、保健師、教諭、介
護支援専門員、学芸員、主事補、保育
助手、助教諭

64 49.2 係員級

2 級 知識又は経験を必要とする業務
を行う職務

18

 

13.8

 

主査、技査、保育技師、副主任保健師、
副主任教諭、副主任保育士、副主任介
護支援専門員、副主任学芸員

3 級 総括主任の職務、副総括主任の職
務及び主任主査の職務

36 27.7

総括主任、副総括主任、主任主査、
主任技査、主任保育士、主任保健師、
主任教諭、主任介護支援専門員、
主任学芸員

36 27.7 係長級

4 級
主幹の職務、副主幹の職務及び
困難な業務を処理する総括主任
の職務

14 10.8 主幹、副主幹、総括主任 14 10.8 課長補佐級

5 級 課長の職務及び総括主幹の職務 12 9.2 課長、所長、室長、事務局長
16 12.3 課長級

6 級 総括参事の職務、参事の職務及び
困難な業務を処理する課長の職務

4 3.1 総括参事、参事、課長

合計 130 100

（９）等級及び職制上の段階ごとの職員数 （平成28年4月1日）

行
政
職
給
料
表

3 級
主任運転手、主任調理員、主任給
食員、困難な業務を行う主任用務
員の職務

1 50.0 主任運転手、主任調理員、主任給食員、主任用務員 1 50.0

2 級 自動車運転手、調理員、給食員、
主任用務員の職務 1 50.0 自動車運転手、調理員、給食員、主任用務員 1 50.0

1 級 用務員の職務 用務員

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
(人) (％) (人) ( ％) 段階

4級 総括主任運転手、総括主任調理員、
総括主任給食員の職務

総括主任運転手、総括主任調理員、総
括主任給食員

1002合計

係員級

技
能
労
務
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かわらばんるさと
町の今、お伝えします

町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。

今回は、都市計画案の縦覧、灯油等の回収について紹介します。

大熊町役場会津若松出張所
☎0120-26-3844
  いわき出張所　  
☎0120-26-5671

　復興事業課では、町

道・農道等を中心に、

毎月町内パトロールを

実施しています。

　今回はＪＲ常磐線復

旧工事が進む大野駅を

紹介します。

い
わ
き
出
張
所　

復
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問
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ど
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等
の
回

収
の
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付
を
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始
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て
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。

回
収
を
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る
方
は
、
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ま
で
お
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さ
い
。
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の
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収
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が
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付
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で
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縦
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る
方
は

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縦
覧
場
所
で
配
付
す
る
意

見
書
に
要
旨
を
記
載
し
、
次
の
内

容
の
通
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
意
見
書
を
提
出
で
き
る

方
は
、
大
熊
町
の
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
人
で
す
。

○
意
見
書
の
提
出
期
間
・
方
法

・
期
間

　
12
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
〜
12
月
27
日
（
火
）

・
方
法

　
郵
送
（
12
月
27
日
消
印
有
効
）

　
持
参
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前

　
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

・
提
出
先

　
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所
　

　
復
興
事
業
課

〒
９
７
０―

１
１
４
４
　
い
わ
き

市
好
間
工
業
団
地
１―

43

○
意
見
書
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
大
熊

町
の
都
市
計
画
審
議
会
の
議
を
経

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要

旨
を
審
議
の
判
断
材
料
の
一
つ
と

し
て
審
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

　
　い
わ
き
出
張
所
　復
興
事
業
課

灯
油
等
の
回
収
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

問

☎

問
☎

問

☎

問

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

☎

☎

☎
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次に発電所の海側で、９月の台風の際に一時
的に地下水位が地表高さを超えた（注１）現場
を確認しました。　
写真は、埋め立て側に設置されている５つの

観測井戸の１つです。埋め立て側では、地下水
ドレン５カ所で常時地下水を汲み上げています
が、それでも汲み上げが間に合わない場合、観
測井戸にもポンプを入れて、水を汲み上げます
（９月の台風の際は観測井戸１カ所を残して汲
み上げが行われていました）。

現在１Ｆでは、建屋に流れ込む地下水を減ら
す様々な取り組みを行っており、その１つが
「フェーシング」です。これは、降雨が地表か
ら染み込んで地下水になるのを防ぐため、地面
にモルタル等を吹き付け、雨をそのまま側溝や
海に流すというものです。
発電所の海側では、フェーシングが全面的に

行われていました。写真の井戸周辺でも地表が
モルタルで固められているのが分かります。
しかし、フェーシングをしても１００％染み

込みを防げるわけではなく、さらに、建屋周辺など作業が多い場所やがれきが残る場所ではフェ
ーシング自体が難しいなどの問題があります。また、山側に降った雨が時間をかけて海側に流れ
て地下水位が上昇することもあります（凍土壁は、この地下水の流れを遮断することが目的です）。
地下水への対策は、汚染水の発生量の減少に直結します。そして、その対策はフェーシングだ

けでなく、凍土壁や地下水汲み上げ能力の向上など、様々な対策を組み合わせることで、効果を
発揮します。
　１Ｆの現状は、今後も定期的に分かりやすくお伝えします。

注１：�上の図は海側の断面を模式的に表したものです。フェーシング等が行われていたため、地
下水が地表にあふれることはありませんでした。

・ＡＬＰＳでは現場の整理が進み、漏えいの発見等は素早く行われるようになった。し
かし、過去の漏えい等による高汚染箇所は残っており、その影響が見られる。
・海側のフェーシングはほぼ終了している。しかし、発電所全体ではフェーシング自体
難しいところがあり、凍土壁等と組み合わせて影響を確認することが重要で、効果を
すぐに評価するのは難しい。

ここがポイント
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放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお

Part20・福島第一原子力発電所の現状は?（その３）

　今年は台風が９月中旬から集中して到来し、日本各地で大雨被害を
もたらしました。福島第一原子力発電所（１Ｆ）でも降雨量が増えて
おり、放射性物質を含んだ地下水があふれてしまうかもしれない、と
いう内容のニュースを目にされた方も多いかと思います。
　今回は担当者が発電所に行き、ニュースになった現場の実情をお伝
えします。

　この写真は多核種除去装置、通称ＡＬＰ
Ｓ（アルプス）です。ＡＬＰＳには「既設」
「高性能」「増設」と呼ばれる３種類の設備
があります。このうち今回は、配管からの
漏えいが９月に２回発生した既設ＡＬＰＳ
の内部に入り、その対応状況を確認しまし
た。
　２枚目の写真が、漏えい（２回目）の発
生した配管の現在の様子です。写真中央付
近が漏えい個所ですが、まず漏えいを止め
るために、配管を止水用のテープで補修し
ます。止水が確認できた後、さらに配管を
ビニールで養生し、万が一漏えいが再発し
ても周辺に汚染が広がるのを防ぎます。
　１回目の発生個所にも同様の処置が行わ
れていることを確認しました。
　今回は漏えいの発生個所だけでなく、既
設ＡＬＰＳの設備全体を確認しましたが、
運転開始当初よりも現場の整理が進んでい
る印象を受けました。
　ＡＬＰＳは汚染水処理の要といえる重要
な設備で、トラブルは避けてもらいたい
と、あらためて要望しました。
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。



環
境
省
は
11
月
15
日
、
大

熊
、
双
葉
両
町
で
中
間
貯
蔵
施

設
の
本
格
施
設
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

中
間
貯
蔵
施
設
は
原
発
事
故

で
発
生
し
た
除
染
廃
棄
物
を
県

外
で
最
終
処
分
す
る
ま
で
の

間
、
最
長
30
年
間
保
管
す
る
施

設
で
す
。
今
回
整
備
す
る
の

は
、
県
内
の
仮
置
き
場
や
保
管

場
か
ら
除
染
廃
棄
物
を
運
び
込

ん
で
分
別
す
る
「
受
入
・
分
別

施
設
」、
分
別
後
の
土
壌
を
埋

め
立
て
る
「
土
壌
貯
蔵
施
設
」

で
す
。
大
熊
町
内
で
は
小
入
野

字
東
大
和
久
に
受
入
・
分
別
施

設
、
小
入
野
字
東
平
と
夫
沢
字

中間貯蔵の本格施設 着工

関係者が見守る中で始まった工事

東
台
に
ま
た
が
る
地
区
に
土
壌

貯
蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

15
日
は
大
熊
町
内
の
土
壌

貯
蔵
施
設
予
定
地
で
の
着
工
の

様
子
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
伊

藤
忠
彦
環
境
副
大
臣
が
作
業
開

始
に
先
立
ち
、
作
業
員
に
「
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
信
頼
を

失
う
。
安
全
優
先
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。
渡
辺
利
綱
町
長
も
「
地
権

者
の
心
に
寄
り
添
う
原
点
を
大

切
に
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
地
元
区
長
ら
が

見
守
る
中
、
作
業
員
が
放
射
線

量
を
下
げ
る
た
め
の
表
土
剥
ぎ

取
り
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
省
は
来
秋
に
も
貯
蔵
を

開
始
す
る
方
針
で
す
。

若松の復興公営住宅、整備完了
　

会
津
若
松
市
の
復
興
公
営
住

宅
・
白
虎
団
地
の
５
、
６
号
棟

が
完
成
し
、
10
月
27
日
に
現
地

で
鍵
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
県
が
同
市
内

で
町
民
向
け
に
計
画
し
た
４
つ

の
復
興
公
営
住
宅
（
全
１
３
４

戸
）
は
整
備
が
完
了
し
ま
し

た
。
今
回
は
木
造
平
屋
建
て
８

棟
８
戸
と
２
階
建
て
７
棟
７
戸

が
完
成
。
地
元
産
木
材
を
壁
や

天
井
な
ど
に
使
い
、
地
域
に
溶

け
込
む
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
式
で
は
猪
股
慶
蔵
県

会
津
若
松
建
設
事
務
所
長
、
渡

辺
利
綱
町
長
、
入
居
者
の
田
中

み
ゆ
き
さ
ん
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
は
10
月
17
日
か
ら

28
日
ま
で
、
浪
江
町
か
ら
富
岡

町
ま
で
の
帰
還
困
難
区
域
に
あ

る
電
力
設
備
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
大
熊
町

内
で
の
作
業
が
10
月
25
日
に
夫

沢
と
小
入
野
で
行
わ
れ
、
報
道

関
係
者
ら
に
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
社
員
が
電
柱
の
上
で
古
く

な
っ
た
開
閉
器
や
ひ
び
の
入
っ

た
「
が
い
し
」
と
呼
ば
れ
る
器

具
を
交
換
し
ま
し
た
。
同
社
は

住
民
の
一
時
立
入
り
や
避
難
指

示
解
除
後
の
帰
還
に
備
え
、
帰

還
困
難
区
域
内
の
設
備
改
修
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町内の電力設備を改修

電柱の上で作業する社員

完成した白虎団地
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まちの話題



出場した大熊町チームの選手

今年は３会場、町文化展

市町村ソフト、大熊町は初戦敗退

晴天の下、ふるさとまつりinいわき

会津の児童と一緒に力走！

　

秋
の
恒
例
行
事
、
町
文
化
展

が
10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
町

役
場
い
わ
き
出
張
所
、
会
津
若

松
出
張
所
、
中
通
り
連
絡
事
務

所
を
移
動
し
て
合
計
４
日
間
、

手
芸
や
絵
画
、
書
道
、
写
真
な

ど
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
し

た
。
郡
山
市
の
町
役
場
中
通
り

連
絡
事
務
所
で
も
初
め
て
開
催

し
、
町
民
の
力
作
を
幅
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
芸

術
家
ら
が
制
作
し
た
お
お
ち
ゃ

ん
小
法
師
も
披
露
さ
れ
、
訪
れ

た
人
は
多
彩
な
作
品
の
数
々
に

感
心
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

第
３
回
市
町
村
対
抗
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
15
日
か

ら
29
日
ま
で
、
相
馬
市
の
光
陽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
、

55
市
町
村
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

大
熊
町
チ
ー
ム
は
16
日
、
伊
達

市
と
１
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。

晴
天
の
下
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

選
手
は
大
変
健
闘
し
ま
し
た

が
、
初
回
に
２
点
、
２
回
に
１

点
、
４
回
と
５
回
に
そ
れ
ぞ
れ

３
点
を
失
い
、
９
─
０
の
５
回

コ
ー
ル
ド
で
敗
れ
ま
し
た
。
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
観
光
協
会
主
催
の
「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
in
い
わ
き
」
が
10

月
29
日
、
町
役
場
い
わ
き
出
張

所
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
フ
ラ
ガ
ー

ル
ズ
甲
子
園
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
平
商
高
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好

会
の
シ
ョ
ー
で
幕
を
開
け
、
ヴ

ォ
イ
ス
お
お
く
ま
の
合
唱
、
相

馬
流
れ
山
踊
り
な
ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
お
笑
い
芸
人

ダ
ン
デ
ィ
坂
野
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
、
歌
手
谷
本
賢
一
郎
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

移
動
水
族
館
や
各
種
屋
台
も
並

び
、
晴
天
の
下
で
大
勢
の
町
民

が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

熊
町
小
・
大
野
小
の
校
内
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
10
月
31
日
、
11

月
１
日
の
２
日
間
、
会
津
若
松

市
の
河
東
学
園
小
周
辺
コ
ー
ス

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
河

東
学
園
小
の
児
童
と
合
同
で
開

催
し
、
学
年
別
に
８
０
０
ｍ
か

ら
２
０
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。
２
日
間
と

も
気
温
が
低
か
っ
た
り
雨
が
降

っ
た
り
す
る
あ
い
に
く
の
空
模

様
で
し
た
が
、
会
津
の
教
職
員

や
保
護
者
、
児
童
か
ら
の
温
か

い
声
援
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

は
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。

郡山市でも初開催された文化展

会津の子どもとゴールを目指したマラソン大会

大勢の町民が詰めかけた会場
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「翔陽」の縁、熊本の高校生と交流

大
熊
町
の
双
葉
翔
陽
高
と
熊

本
県
立
翔
陽
高
の
交
流
会
が
11

月
11
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
校

名
が
同
じ
縁
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
の
際
に
支
え

合
っ
て
き
ま
し
た
。
熊
本
の
生

徒
５
人
と
本
県
の
生
徒
12
人
が

広
野
町
の
６
号
国
道
沿
い
に
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
記
念
植
樹
。
そ

の
後
、
い
わ
き
市
の
い
わ
き
明

星
大
学
に
あ
る
双
葉
翔
陽
高
サ

テ
ラ
イ
ト
校
舎
に
移
動
し
、
互

い
に
学
校
紹
介
を
し
ま
し
た
。

「
震
災
を
経
験
し
た
高
校
生
が

社
会
と
ど
う
向
き
か
っ
て
い
く

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ

討
論
も
行
い
ま
し
た
。

　

福
島
大「
ふ
く
し
ま
未
来
学
」

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
「
み
ら
い

バ
ス
」
の
学
生
ら
15
人
が
10
月

15
日
、
町
内
の
大
川
原
地
区
を

視
察
し
ま
し
た
。
一
行
は
町
担

当
者
か
ら
震
災
当
時
の
状
況
や

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
聞

き
ま
し
た
。「
復
興
へ
一
歩
ず

つ
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
」「
風
評
被
害
払
拭
の
た

め
、
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
町
を
訪
れ
た
思
い
出
と

し
て
、
起
き
上
が
り
小
法
師
の

絵
付
け
も
体
験
し
、
最
後
に
町

内
で
採
れ
た
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
が

学
生
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福大生、大川原で町の復興状況学ぶ

　

大
熊
中
の
文
化
祭
「
柏
陽

祭
」
が
10
月
29
日
、
会
津
若
松

市
の
会
津
大
短
期
大
学
部
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は

ふ
る
さ
と
創
造
学
で
取
り
組
ん

だ
研
究
を
生
徒
が
一
人
ず
つ
発

表
。
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た
大
熊

町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
保

護
者
ら
に
披
露
し
ま
し
た
。
合

唱
は
全
校
生
で
発
表
し
ま
し

た
。
特
設
合
唱
部
で
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
出
場
し
て
お
り
、

力
強
い
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
英
語
弁
論
や
群

読
、
絵
画
作
品
の
展
示
な
ど
も

行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
を
感
心
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

第
33
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
11
月

11
日
か
ら
14
日
ま
で
東
京
都
で

開
か
れ
、
町
民
の
佐
久
間
文
子

さ
ん
、
佐
久
間
純
子
さ
ん
親
子

が
そ
ろ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目

に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
前
に

町
長
室
を
訪
れ
て
激
励
を
受
け

た
佐
久
間
文
子
さ
ん
は
、「
町

の
代
表
、
県
の
代
表
と
し
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
８
強
止
ま
り
だ
っ
た

65
歳
以
上
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
種

目
で
見
事
３
位
と
な
り
、
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全校合唱や研究発表、柏陽祭

シニアバド、佐久間さん銅メダル

銅メダルを獲得した佐久間さん（中央）

復興についての説明を受ける学生

全校生で披露した合唱

記念植樹する高校生

20

まちの話題
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今年度、総合健診（がん検診）を受診できな
かった方を対象に、県内３市の医療機関でがん
検診が受診できるようになりました。受診を希
望される方はお早めにお申し込みください。
なお、県内で一般健診を受診できなかった方

については、12月中に県立福島医大から県民健
康調査の案内が送付されます。
■医療機関および実施期間

地　区 受診可能医療機関 実施期間

福 島 市 福島市医師会指定の
医療機関

平成29年１月～
２月の２か月間

郡 山 市 郡山医師会指定の医
療機関 平成29年２月の

１か月間
いわき市 いわき市医師会指定

の医療機関

※上記地区外で検診を受診できなかった方で、
検診受診を希望する方はご相談ください

■検診の内容　
検査名 検査内容 年齢

胃がん検診
バリウム検査または内視
鏡検査
※選択制になります。

20歳以上

肺がん検診 胸部レントゲン間接撮影
喀痰検査 40歳以上

大腸がん
検診

便潜血反応検査
（検便検査） 20歳以上

乳がん検診

視触診
マンモグラフィ検査（40
歳代2方向、50歳以上1
方向）

40歳以上の
偶数年齢の
女性

子宮頸がん
検診

視診、内診、子宮頸部の
細胞診

20歳以上の
女性

※年齢は平成29年３月31日時点の年齢です

医療機関でがん検診が受診できます

■申込方法及び受診までの流れ

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課保健衛生係

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

役場に
電話をする

役場から医療機関
リスト等が届く

医療機関に直接
電話して予約する

医療機関で
受診する

※医療機関の混雑
状況により受診で
きない場合もあり
ますので、ご了承
ください

予防接種はお済みですか？？
■
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

接
種
対
象
の
年
齢
や
接
種
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う

と
自
費
で
の
接
種
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え

ば
、
お
子
さ
ん
の
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
、
Ⅰ

期
は
１
〜
2
歳
未
満
、
Ⅱ
期
は
就
学
前
の
1
年
間
な

ど
、
受
け
る
予
防
接
種
に
よ
っ
て
接
種
時
期
等
が
異

な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
母
子
手
帳
を
今
一
度
確
認

し
、
接
種
も
れ
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
助
成

小
児
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種
後
お
お
む
ね
1
か

月
以
内
に
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
接
種
を
希
望
す
る
と
い
う
方
は
、
体
調
の
良
い

と
き
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

10
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
も
の

・
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

10
月
1
日
〜
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で
に
接
種
し

た
も
の

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
予
防
接
種
（
ロ
タ
、
お

た
ふ
く
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
風
し
ん
予
防
接
種
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
）
に
つ
い
て
も
、
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
年
齢
を
確
認
し
た
上
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問�

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　
健
康
介
護
課
保
健
衛
生
係

問�

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
福
祉
課
健
康
介
護
係



22

予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】
●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

（※）年末年始（平成28年12月29日（木）～平成29年1月3日（火）については受付を休止い
たします。

（※）平成28年12月26日（月）～12月28日（水）、平成29年1月4日（水）～１月９日（月・
祝）の申し込み受付時間は、8:00～17:00となります。ご注意ください。

平成28年度12月、1月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～3月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP(http://www.ichijitachiiri.com)でご覧いただ
けます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください。（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付は出来ません。）
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。



【注意】中屋敷スクリーニング場は、斜面に立地しており、降雪や路面凍結時の場内への出入
りに危険を伴うことから、平成29年1月20日（金）から平成29年3月18日（土）
までは、中屋敷スクリーニング場での住民一時立入りの入退域の受付は行いません。
この期間は、他のスクリーニング場で受付を行ってください。

23 広報おおくま　2016（平成 28 年）12月号

12、1月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成29年1月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成29年1月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成29年
月 3月
日 17日 18日

曜　日 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40世帯 40世帯

申し込み締切日 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年12月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成28年12月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

は
、
大
熊
町
に
お
住
ま
い
に
な
ら

れ
て
い
た
住
宅
が
、
東
日
本
大
震

災
で
全
壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は

半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解
体
し
た

世
帯
の
方
々
に
生
活
再
建
支
援
の

支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
被
災
家
屋
の
解
体
が
始
ま
り
ま

し
た環

境
省
へ
の
申
請
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
た
解
体
家
屋
の
世
帯
で
、

住
宅
の
損
害
程
度
が
半
壊
判
定
と

な
っ
て
い
る
場
合
、
下
表
の
通
り

「
半
壊
解
体
」
と
し
て
制
度
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
大
規
模
半
壊
で
請
求

さ
れ
た
方
も
、
家
屋
の
解
体
を
し

た
場
合
に
は
、「
半
壊
解
体
」
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
差

額
分
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
方
法
は
生
活
支
援
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
と

は
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

は
、
自
然
災
害
に
よ
り
居
住
す
る

住
宅
が
全
壊
す
る
な
ど
生
活
基
盤

に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に

被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
ご
案
内

支
援
金
を
支
給
し
生
活
の
再
建
を

支
援
す
る
制
度
で
す
（
自
然
災
害

と
は
地
震
、
津
波
に
よ
る
災
害

で
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

長
期
避
難
は
対
象
外
）。

◆
大
熊
町
内
の
対
象
世
帯

・
平
成
23
年
3
月
11
日
時
点
で
大

熊
町
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

で
、
地
震
や
津
波
に
よ
り
住
宅

が
全
壊
し
た
世
帯

・
住
宅
が
大
規
模
半
壊
と
な
っ
た

世
帯 

・
住
宅
が
半
壊
し
「
や
む
を
得

ず
」
家
屋
の
解
体
を
し
た
世
帯

（
半
壊
解
体)
。「
や
む
を
得
ず
」

と
は
建
物
の
倒
壊
の
お
そ
れ
、

家
屋
の
修
繕
に
高
額
の
費
用
が

か
か
る
場
合
で
す
。
す
で
に
大

規
模
半
壊
で
請
求
さ
れ
た
方

も
、「
や
む
を
得
ず
」
家
屋
の

解
体
を
し
た
場
合
に
は
、
半
壊

解
体
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
差

額
分
を
申
請
で
き
ま
す
。 

※
「
半
壊
解
体
」
の
方
が
申
請
で

き
る
の
は
、
解
体
が
済
ん
だ
後

で
す
。 

※
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
の

判
定
は
、
全
て
り
災
証
明
書
の

判
定
に
準
じ
ま
す
。 

◆
申
請
期
限

・
基
礎
支
援
金

①
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
支
給

申
請
書

②
り
災
証
明
書
（
原
本
）

③
住
民
票

④
振
込
先
口
座
の
写
し
（
口
座
番

号
・
名
義
人
フ
リ
ガ
ナ
記
載
部

分
）

・
加
算
支
援
金

　

住
宅
の
建
設
・
購
入
、
補
修
ま

た
は
賃
借
が
確
認
で
き
る
契
約
書

の
写
し

住
宅
の
再
建
方
法
が
決
ま
っ
て

い
な
い
場
合
な
ど
は
、
基
礎
支
援

金
と
加
算
支
援
金
を
２
回
に
分
け

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
間
内

に
「
基
礎
支
援
金
」
の
申
請
を
済

ま
せ
て
い
な
い
と
、
加
算
支
援
金

の
申
請
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
生
活
支
援
課

・基礎支援金
住宅の損害程度 全壊 大規模半壊 半壊解体

支給額
複数世帯 100万円 50万円 100万円
単身世帯 75万円 37.5万円 75万円

・加算支援金

住宅の再建方法 建設・購入 補修 賃借（公営・仮設・
借上げを除く）

支給額
複数世帯 200万円 100万円 50万円
単身世帯 150万円 75万円 37.5万円

　

平
成
29
年
４
月
10
日
ま
で

・
加
算
支
援
金

　

平
成
30
年
４
月
10
日
ま
で

※
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
は
平

成
29
年
４
月
10
日
で
す
が
、
解

体
が
こ
の
期
間
内
に
終
了
し
な

い
と
「
半
壊
解
体
」
と
し
て
申

請
で
き
な
い
た
め
、
当
町
を
は

じ
め
各
市
町
村
や
県
が
、
さ
ら

な
る
申
請
期
間
の
延
長
を
国
に

求
め
て
い
ま
す
。

◆
支
援
金
の
支
給
額

大
熊
町
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
２
月
１
日
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
大

熊
町
民
の
皆
さ
ん
が
全
国
の
コ
ン

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

利
用
停
止
と
な
り
ま
す

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
各
種
証
明

書
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
保

守
作
業
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
一

時
停
止
し
ま
す
。

時
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）
午

後
５
時
～
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

午
後
11
時

◆
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

取
得
で
き
る
証
明
書
は
①
住
民

票
の
写
し
②
印
鑑
登
録
証
明
書
③

戸
籍
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
・

抄
本
）
④
戸
籍
の
附
票
の
写
し
⑤

所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明
書
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
全

国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
す
。

利
用
で
き
る
時
間
は
土
・
日
・

祝
日
を
含
む
午
前
６
時
30
分
か
ら

午
後
11
時
ま
で
（
年
末
年
始
は
除

く
）
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
は
①
交
付

さ
れ
る
ご
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
暗
証
番

号
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
）
③
交
付
手
数
料
が
必
要
で

す
。

問 

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課

◆
必
要
な
書
類

・
基
礎
支
援
金
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改
葬
と
は
、
お
墓
に
埋
葬
さ
れ

て
い
る
遺
体
、
遺
骨
を
別
の
お
墓

へ
納
骨
す
る
こ
と
で
す
。
大
熊
町

内
に
お
墓
を
お
持
ち
で
改
葬
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
移
動
先
の
墓
地

管
理
者
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
改

葬
許
可
証
の
発
行
手
続
き
が
必
要

で
す
。　

な
お
、
改
葬
に
あ
た
っ
て
は
次

の
条
件
を
確
認
の
上
、
手
続
き
の

前
に
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

環
境
対
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

改
葬
さ
れ
る
方
へ
の

お
願
い

◆
手
続
き
方
法

必
要
書
類
を
必
ず
い
わ
き
出
張

所
環
境
対
策
課
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）。

対象 改葬の条件

遺骨
（焼骨）

放射性物質による表面汚染が
13,000cpmを超えていないこと。
改葬先の承諾を得られること。

土葬の
遺体

放射性物質による表面汚染が
13,000cpmを超えていないこと。
改葬先の承諾を得られること。
改葬先によっては、火葬が必要
になる場合があります。

に
つ
い
て
は
毛
萱
・
波
倉
ス
ク
リ

ー
リ
ン
グ
場
の
み
の
対
応
で
す
。

改
葬
許
可
証
の
発
行
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
改
葬
許
可
証
は
遺
骨
等
を
移
動

す
る
た
め
に
改
葬
先
に
原
本
を
ご

提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
賠
償
関
係
お
よ
び
中
間
貯
蔵

施
設
用
地
買
収
の
た
め
の
提
出
書

類
と
し
て
、
原
本
を
提
出
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　
環
境
対
策
課

平
成
28
年
度
「
Ｐ
Ｍ
４

（
ピ
ー
エ
ム
・
フ
ォ
ー
）

ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
」 

◆
必
要
書
類

①
改
葬
許
可
申
請
書

申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
提
出
確
認
後
に
行
政
区
の
墓

地
管
理
者
の
方
に
環
境
対
策
課
か

ら
証
明
を
依
頼
し
ま
す
。

②
改
葬
場
所
承
諾
書

改
葬
先
（
新
し
く
移
動
さ
れ
る

墓
地
等
）
の
管
理
者
の
方
か
ら
証

明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

③
改
葬
に
伴
う
放
射
線
測
定
結
果

改
葬
前
の
持
ち
出
し
の
事
前
確

認
の
た
め
に
遺
骨
等
を
東
京
電
力

Ｈ
Ｄ
で
事
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

た
結
果
が
申
請
者
お
よ
び
町
に
そ

れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
書
類
を
環
境
対
策
課

か
ら
住
民
課
へ
提
出
し
、
申
請
書

類
の
確
認
後
、
改
葬
許
可
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
改
葬
予
定
が
決
ま

っ
た
ら
、
立
入
（
持
ち
出
し
）
当

日
に
中
継
基
地
で
持
ち
出
し
た
遺

骨
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
再
度
行

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
証
明
書
発
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
、
事
前
に
環
境
対

策
課
へ
改
葬
さ
れ
る
日
時
、
立
入

方
法
（
住
民
一
時
立
入
、
公
益
立

入
等
）、
遺
骨
の
持
ち
出
し
方
法

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
持

ち
出
す
遺
骨
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

例
年
、
秋
口
か
ら
冬
期
に
か
け

て
は
、
日
没
時
間
が
早
ま
る
た
め

交
通
事
故
が
増
加
し
、
特
に
午
後

４
時
か
ら
午
後
７
時
の
時
間
帯

は
、
横
断
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
等
が
被
害
者
と
な
る
重
大
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
日
没
前
後
は
、
下
校
、

買
い
物
、
退
社
等
に
よ
り
道
路
交

通
が
錯
綜
す
る
時
間
帯
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
視
認
性
が
低
下
し
て

周
囲
の
状
況
が
確
認
し
に
く
く
な

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
一
日
の
疲
れ

が
重
な
り
集
中
力
が
低
下
し
が
ち

で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
「
午
後

４
時
を
目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の
早

め
点
灯
」
お
よ
び
「
ラ
イ
ト
の
上

向
き
・
下
向
き
の
こ
ま
め
な
切
替

え
」
に
よ
る
安
全
運
転
を
促
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。 

◆
期
間

11
月
１
日
（
火
）〜
平
成
29
年

２
月
28
日
（
火
） 

問 

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　
環
境
対
策
課

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
対
象
者

大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

◆
相
談
料　

無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

■
い
わ
き
市

時
12
月
９
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

場
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

■
郡
山
市

時
12
月
14
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

場
大
熊
町
役
場
中
通
り
連
絡
事
務

所
■
会
津
若
松
市

時
12
月
19
日（
月
）、１
月
16
日（
月
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

場
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

◆
申
し
込
み
方
法

事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）
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相
馬
税
務
署
か
ら

■
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
■

相
馬
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る

ご
相
談
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。

相
続
税
、
贈
与
税
、
譲
渡
所
得

な
ど
の
相
談
日
は
毎
週
水
曜
（
祝

日
の
場
合
は
木
曜
）
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
等
で
ご
予
約
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る

一
般
的
な
相
談
が
で
き
ま
す
。
自

動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

相
馬
税
務
署
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

■
平
成
28
年
分
確
定
申
告
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で

す
■税

務
署
に
平
成
28
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

と
本
人
確
認
書
類
（
番
号
と
身
元

の
確
認
で
き
る
も
の
）
の
提
示
ま

た
は
写
し
を
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

《
本
人
確
認
書
類
の
例
》

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
番
号
確
認

と
身
元
確
認
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）
＋

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
（
身
元
確
認
）

※
申
告
書
作
成
会
場
に
来
場
す
る

際
は
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
本
人
確

認
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
書
の
便
利
な
作
成
方

法
■所

得
税
、
消
費
税
お
よ
び
贈
与

税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利

で
す
。

「
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
申
告
書
を
紙
に
印
刷
し
、
税
務

署
へ
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
告
書
の
計
算

誤
り
の
防
止
、
来
場
さ
れ
る
納
税

者
の
皆
さ
ま
の
ご
負
担
を
軽
減
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
平
成
28
年
分
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
1
月
に
掲
載
予
定
で
す
。

w
ebhttp://w

w
w.nta.go.jp
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大熊町役場
大川原連絡事務所

大川原スクリーニング場
　
本
遺
跡
で
は
工
業
団
地
造
成

に
伴
い
、
今
年
７
月
〜
12
月
ま

で
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
下
式
木
炭
窯
3
基
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
木
炭
窯

の
構
造
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
調
査
地
か
ら
は

製
鉄
の
際
に
出
る
鉄
く
ず
な
ど

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　 西
平
C
遺
跡

　 

大
川
原
字
西
平
地
内
で
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
る
埋
蔵
文
化
財

の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
準
備
の
都
合
上
、
見
学
会

は
事
前
申
込
制
と
し
ま
す
。
見
学

を
希
望
さ
れ
る
方
は
希
望
す
る
日

の
３
日
前
の
午
後
５
時
ま
で
に
教

育
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

時
　

12
月
12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）・

　
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
３
時
30
分

場
　

大
熊
町
役
場
大
川
原
連
絡
事

　
　

務
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

学
芸
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　（
下
図
参
照
）

問
　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　　

教
育
総
務
課

西平Ｃ遺跡
現地見学会

１２日～

【
３
号
木
炭
窯
跡
完
堀
状
況
】

【
３
号
木
炭
窯
跡
作
業
風
景
】
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　11月5、6の両日、新潟県村上市瀬波温泉「汐
美荘」で下野上3区絆交流会を開催し、36人
が参加しました。寺泊魚の市場通りや弥彦神
社などを巡り、夕刻には日本海を彩るすばら
しい夕日を見て感動しました。夜には阿部議
員にごあいさつをいただき宴会がスタートし
ました。尽きることのない思い出話やカラオ
ケを楽しみ、二次会も全員参加となりました。

（下野上3区長・片倉荘次）

　10月28日、夫沢２区交流会・懇親会を北
茨城市の五浦温泉「五浦観光ホテル」で開催
しました。懇親会に先立ち、吉田淳副町長よ
り町の現状報告、今後の町の取り組み等につ
いてのごあいさつをいただきました。想い出
話やこれからのことについて話をする人、遠
くは埼玉、栃木県などから総勢38人が集い
楽しい時間を過ごし、次回も元気に会うこと
を誓い合い解散しました。都合によって今回
参加されなかった方も、次回は中通りで開催
予定ですのでぜひ参加を検討してみてくださ
い。 （夫沢2区長・尾内武）

10月23日～24日の２日間、熊川老人クラ
ブ浜友会の懇親旅行を開催し、松島湾観光と
仙台うみの杜水族館見学を行いました。参加
した約30名の会員は、風光明媚な松島の景
色や愛らしい海の生き物に癒されながら絆を
深め、思い出に残る２日間を過ごしました。
 （会長・鎌田壽忠）
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火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署 電0240-34-7360
◇富岡消防署 電0240-25-2119

今年も残り1ヶ月となりました。火災や体調管理に
気を付けて、今年１年を締めくくりましょう。

ストーブ

カセットコンロ

電気製品

インフルエンザを予防しよう

消防署より

１　周りに缶や燃えやすいものは置かない
２　外出の際や寝るときは火を消す
３　給油は火を消してから
４　異常を感じたら使用を中止する
５　電気ストーブが特に危険

１　２つ以上つなげて使用しない
２　その場を離れる時は火を消す
３　ガスボンベが正しく装着されてるか

確認する
４　異常を感じたら使用を中止する
５　大きすぎるお鍋は使用しない

１　たこ足配線はしない
２　コードを束ねて使用しない
３　コンセント部分は清掃をする
４　過充電を避ける
５　長時間の使用は控える

暖房器具を使用中の注意点をご紹介します。

インフルエンザは予防接種も大切ですが、家族
やみんなで予防することが大切です。

手洗い、うがい、食べ物、マスク、栄養、湿度
等に気を配り、元気に新年を迎えましょう。

「消しましょう　その火　その時　その場所で」平成２８年度全国統一防火標語

熊
川
老
人
ク
ラ
ブ
浜
友
会
懇
親
旅
行

下
野
上
３
区
絆
交
流
会

夫
沢
２
区
交
流
会



28問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

さつをいただいた後、仲野剛議員の発声で乾
杯してにぎやかに始まりました。
　久しぶりに会う懐かしいご近所の方々と、
故郷を懐かしみ、それぞれの今の暮らしの話
など、夜遅くまで話が尽きることなく、楽し
い時間を過ごしました。それぞれしっかりと
前を向いて新しい生活に踏み出すことを誓い
合い、次回の再会を楽しみに散会しました。
 （区長・佐久間住夫）

　10月14日、いわき市の湯本温泉「吹の湯」
で、2回目となる大野1区・2区合同絆報告会
を開催し、避難先から103人が参加しました。
　総会後の懇親会は志賀廣三さんの乾杯でス
タートしました。久しぶりに会う近所の方々
と思い出話に花が咲き、夜遅くまで語り合い
ました。

（大野１区長・鈴木国郎、大野２区長・井戸
川洋一）

　11月5日、いわき市の塩屋崎カントリーク
ラブで平成28年度の第2回大野1・2区（駅
前地区）絆ゴルフ交流会を開催しました。
　参加者は青空の下で、住民の絆をより深め
プレーしていました。プレー終了後は表彰式
を行い、来年も元気な姿で一人でも多く参加
されることを誓い解散しました。

（実行委員・中里忠良、小椋吉雄、高崎信市）

　気軽に集まっぺ「もみの木」
　白河市に集える町民の皆さん、交流しまし
ょう！
時12月10日㈯　午前11時
場スパリゾートあぶくま（西郷村真船川谷１）
内日帰り温泉＆昼食会
費無料
期12月６日㈫まで
問代表・深代賢治
電090-9531-1595

　埼玉県へ避難している皆さんへ
　輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン
のご案内です。
時12月21日㈬　午前10時～
内今年もありがとう！一品持ち寄りパーティ

ーと2016年最後のおしゃべりサロン
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

茨城県牛久市のポケットファームどきどき
つくば牛久店で10月23日㈰、サツマイモ掘
りとバイキングを行いました。８月の牛久交
流会で意気投合した４組が10月１日に土浦
市でボウリング大会を開催。今回が2度目の
イベントで、茨城県南部や千葉県北部から総
勢11世帯20人が参加しました。皆さん、お
腹もビニール袋もいっぱいになり大満足‼

「今後も活動を続けましょう」と心を一つに
しました。

来年４月から本格的に活動する予定です。
興味がある方は、ぜひご連絡ください。
問発起人・高木電090-2888-5789
　　　　　星川電080-5229-2006

　10月30日、いわき市の湯本温泉「新つた」
で熊1区絆交流会を開催し、県内外の避難先
から67人が参加しました。
　区長のあいさつに続き、来賓の吉田淳副町
長から町復興への取り組み報告を交えたあい
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　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　12月の日程は次の通りです。
時（両日とも午前10時から）
・７日㈬　交流会
・21日㈬　クリスマス会
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
　（大熊町役場会津若松出張所内）
※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

　大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時12月20日㈫　午前10時～
場一箕町長原地区仮設住宅集会所
　（会津若松市）
内うつくしまふくしま未来支援センター
　本多環特任教授のお話を聞きながらお茶会
電090-6259-7933（阿部）
※平日午前10時～午後５時受付

　いわき市内に避難している皆さん！
　お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま
す。
　初めての方は、ご連絡いただければ幸いで
す。
時12月12日㈪　午前10時～午後３時
場大熊町役場いわき出張所２階　調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

お
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　みんなで「楽しくもちつき！」しませんか。
　ご参加をお待ちしています。
　大熊町いわき会は会員随時募集中です。
時12月16日㈮　午前10時～
※調理をお手伝いいただける方は9時集合♪
　エプロン・三角巾をお持ちください♪
場いわき市泉公民館２階
　（いわき市泉町四丁目13の11）
費無料
問会長・澤内俊昭
電090-7060-9464

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時12月21日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

　新年お食事会のご案内です。
　浜通り北部に集える大熊町民のみなさま、
ぜひご参加ください！
時平成29年１月21日㈯
内日帰り入浴＆食事
持タオル
費1000円
場栄荘（相馬市）
≪集合場所≫
・道の駅南相馬（午前９時）
・サンライフ南相馬（午前９時10分）
・道の駅そうま（午前９時30分）
・駒ヶ嶺駅（午前９時50分）

※帰りは午後２時に栄荘を出発後、直売所
に寄ります

期12月10日㈯まで（準備とバス送迎の都合
上、事前に申し込んでください）

電080-1814-9819（会長・小林）

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー
プ

マ
マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊
！

大
熊
町
い
わ
き
会



地域包括
支援センター
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男性が楽しく集まる場として男塾を実施し
ますので、ぜひご参加ください。今回限りの
参加も可能です。
時12月15日㈭　午前９時30分～正午
場大熊町役場会津若松出張所内　調理実習室
内季節にあった料理を作る
（場合により、内容が変更する場合があり
ますので、ご了承ください。）
対60歳以上の男性
定20名（先着順）
持エプロン・三角布
費300円
申電話にて
期12月９日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　
　健康介護係（新田・渡辺）

時12月13日㈫　午前10時15分～正午
　受付：10時15分～10時30分
内お正月の花飾り作り
　講師：伏見育子さん
場大熊町役場いわき出張所　２階
　多目的ホール
対65歳以上の方
定20人（先着順）
持飲み物
費500円
申電話にて
期12月８日㈭まで
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　地域包括支援センター（花房・浜本）

介
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家族や身近な人がチェックしてもＯＫ

□同じ話を無意識に繰り返す

□知っている人の名前が思い
出せない

□物のしまい場所を忘れる

□漢字を忘れる

□今しようとしていたことを忘れる

□器具の説明書を読むのを面倒がる

□理由もないのに気がふさぐ

□身だしなみに無関心である

□外出をおっくうがる

□物が見当たらないことを他
人のせいにする

４つ以上当てはまる方は要注意！
早めに受診しましょう。

　忙しいときや落ち込んでいるときに
症状が出やすくなる場合もあります。い
つごろから、どんなふうに見られるよ
うになったか、また、これま
でに比べて頻度が高くなった
かなどの変化に注目しましょう。

男
塾
（
お
と
こ
じ
ゅ
く
）

やってみよ
う！ 認知症の
気づきチェック

いわき市の町民交流施設、梨の実サロン平か
らのお知らせです。
　12月28日（水）は大掃除のため、終日休館
となります。年内は12月27日（火）までの利
用となります。新年は１月４日（水）午前９時
30分からとなります。よろしくお願いします。
問大熊町役場いわき出張所（担当・藤川）

12月28日は梨の実サロン休館です



時12月8日㈭・12月20日㈫
　午前９時30分～11時30分（出入り自由）
場大熊町役場いわき出張所２階
対就学前の子どもとその保護者
内自由遊び
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係

気持ちよくカラダを動かそう！
時12月15日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内Jヴィレッジフィットネスクラブトレーナ

ーの指導による運動
　※動きやすい服装でお越しください
申電話で（当時参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係

肉まん･あんまんづくりに挑戦！
時12月26日㈪　午前10時～午後１時
場常磐共同ガスキッチンスタジオ「ステラ」
　（いわき市常磐湯本町樋渡74-7）
対年長から小学６年生までのお子さんと保護

者
持エプロン、三角巾
定15人
期12月19日㈪までお電話で
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係

　お気軽にお立ち寄りください。申し込み不
要です。
時12月14日㈬　午後１時30分～３時
場「ちょこっとカフェ」：大熊町役場いわき

出張所
　「ふらっとカフェ」：大熊町役場会津若松出

張所
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課健康介護係
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冬脱水にご用心

【冬の脱水とは？】
　空気が乾燥すると、汗としてではなく、
皮膚や吐く息から“不

ふ か ん じ ょ う せ つ

感蒸泄”として失われ
る体の水分が多くなります。
　また、感染症にかかり、発熱して汗をか
いたり、おう吐、下痢をしたりして、脱水
を起こすことが増える季節です。

【対処法】
・こまめな水分補給を心掛けましょう。夏

のように汗はかきませんが、体の水分は
失われています。

・部屋を最適の湿度（50～60％）に保ち
ましょう。

【脱水になる可能性のある主な病気と対処法】
①ノロウィルスによる感染性胃腸炎

おう吐、腹痛、下痢、発熱を引き起こし
ます。

②ロタウィルスによる感染性胃腸炎
０～６歳までの乳幼児期にかかりやす
く、激しいおう吐、水のような下痢が続
きます。

③インフルエンザ
発熱によって汗をかくほか、おう吐や下
痢の症状が出る場合もあります。

・下痢やおう吐などがある際は、電解質を
含んだ経口補水液をおすすめします。経
口補水液は薬局などで市販されています。

・正しい手洗いや、うがい、マスクを着け
る、人混みを避けるなどの感染症を防ぐ
対策をしましょう。インフルエンザやロ
タウィルスにはワクチンがあり、大熊町
では予防接種の助成を実施しています。
詳しくは保健衛生係へお問い合わせくだ
さい。



●避難先の状況� （平成28年11月1日現在）

○人口および世帯
平成23年3月11日時点
11,505人　4,235世帯

平成28年10月31日現在
人　口 10,700
増　減 △ 805
世帯数 3,885
増　減 △ 350

大熊町の避難状況

都道府県 人数
海外 2 
不明 3 
北海道 31 
青森県 32 
岩手県 2 
宮城県 195 
秋田県 21 
山形県 46 
福島県 8,102 
茨城県 468 
栃木県 193 
群馬県 85 
埼玉県 396 
千葉県 244 
東京都 283 
神奈川県 173 
新潟県 225 
富山県 6 
石川県 15 
福井県 8 
山梨県 7 
長野県 8 
岐阜県 5 
静岡県 25 
愛知県 8 
三重県 8 
滋賀県 0 
京都府 7 
大阪府 19 
兵庫県 6 
奈良県 0 
和歌山県 2 
鳥取県 0 
島根県 0 
岡山県 3 
広島県 0 
山口県 2 
徳島県 0 
香川県 1 
愛媛県 2 
高知県 0 
福岡県 23 
佐賀県 3 
長崎県 2 
熊本県 0 
大分県 10 
宮崎県 22 
鹿児島県 1 
沖縄県 6 

計 10,700 

福島県内 人数
福島市 226 
会津若松市 1,154 
郡山市 1,060 
いわき市 4,604 
白河市 79 
須賀川市 95 
喜多方市 48 
相馬市 96 
二本松市 37 
田村市 60 
南相馬市 247 
伊達市 11 
本宮市 35 
桑折町 6 
国見町 2 
川俣町 1 
大玉村 32 
鏡石町 13 
天栄村 1 
下郷町 0 
檜枝岐村 0 
只見町 0 
南会津町 2 
北塩原村 0 
西会津町 1 
磐梯町 6 
猪苗代町 13 
会津坂下町 19 
湯川村 3 
柳津町 0 
三島町 1 
金山町 1 
昭和村 0 
会津美里町 23 
西郷村 18 
泉崎村 16 
中島村 0 
矢吹町 20 
棚倉町 1 
矢祭町 0 
塙町 4 
鮫川村 0 
石川町 4 
玉川村 1 
平田村 1 
浅川町 6 
古殿町 8 
三春町 46 
小野町 12 
広野町 49 
楢葉町 4 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 27 
飯舘村 0 

計 8,102 
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クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」

おおちゃんクイズ　A・	大
やま と

和劇場（昭和25年～昭和40年）
くうちゃんクイズ　A・トウモロコシ ※2016年（平成28年）10月

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

米　津　悠
は る き

希 晋太郎・美　希 清　　水

岩　渕　蒼
そ う た

大 達　也・　愛　 清　　水

藤　田　悠
ゆ う せ い

世 昌　也・茉　莉 清　　水

中　山　心
の か

陽 　翼　・明　菜 新　　町

加　藤　里
り さ

咲 　勝　・亜　衣 西大和久

髙　田　あかり 麻　巳・理　香 西大和久

鈴　木　太
た ゆ

悠 美　彦・志津子 西大和久

岸　波　真
ま ゆ あ

優采 雄太郎・真努香 西大和久

板　橋　咲
さ な

奈 智　弘・早　希 大　　野

加　藤　瑠
る り

璃 喜一郎・愛　美 大　　野

※11月1日号で加藤瑠璃ちゃんの親の名に誤りが
ありました。お詫びして再掲します

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

松　谷　とし子 79 歳 新　　 町

三　川　喜久子 88 歳 八　　 坂

鎌　田　弘　美 54 歳 向　　 畑
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　10月25日、熊川を遡上するサケ
を撮影してきました。震災後は稚魚
を放流していないため、戻ってくる
成魚は減りましたが、それでも自然
産卵のサケなのか、川岸や橋の上か
ら、たくさんの影を確認できまし
た。ぼろぼろに傷付いた体で川を上
る姿は痛ましいものです。しかし、
長い歳月をかけて大海を旅し、最後
の力を振り絞って古里に戻ってきた
ことに思いを馳せると、感動を覚え
ます。

表紙の写真
編
集
後
記

・
先
月
の
お
お
く
ま
点
描
で
紹
介
し
た
３
D
デ
ー
タ
測
量
の
現
場

を
実
際
に
見
て
き
ま
し
た
。
い
く
つ
も
の
地
点
で
同
じ
作
業
を

繰
り
返
し
て
全
体
像
を
残
す
工
程
は
、
考
え
た
だ
け
で
も
気
が

遠
く
な
り
そ
う
で
し
た
が
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る
に
は
そ
う
し

た
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
一
日
で
し
た
（
後
）

・
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
か
月
。
で
す
が
、
こ
れ
を
書
い
て

い
る
の
は
ま
だ
11
月
中
旬
で
す
。
震
災
後
、
広
報
紙
を
郵
送
す

る
た
め
の
工
程
が
増
え
、
震
災
前
よ
り
1
週
間
以
上
完
成
を
早

め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
出
来
事
の
掲
載
や
お
知
ら
せ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
号
き
ち
ん
と
お

知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
横
）

・
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
今
よ
り
も
っ
と
使
い
や
す
く
な
る

よ
う
調
整
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
ど
う
い
う

も
の
に
な
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

12
月
か
ら
各
地
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
て
触

っ
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち
し

て
い
ま
す
（
児
）

もう一人の先生
武内敏英

　
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最

高
賞
の
文
科
大
臣
賞
を
４
年
続
け
て
受
賞
し
た
千
葉
県
の

小
学
生
遠
山
晃
大
朗
君
が
昨
年
、
大
熊
町
の
小
学
生
た
ち

に
調
べ
る
学
習
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
講
演
し
て
く
れ
ま
し

た
。
町
の
子
ど
も
た
ち
も
震
災
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
コ

ン
ク
ー
ル
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
佳
作
が
最
高
賞
で
し
た

が
、
講
演
を
聞
い
た
児
童
の
一
人
が
優
良
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
今
年
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
関
係
者
は
「
上

位
賞
を
狙
え
る
か
も
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
遠
山
君
と
出
会
っ
た
の
は
、
一
昨
年
に
横
浜
市
で

開
か
れ
た
読
書
に
関
す
る
講
演
会
で
し
た
。
お
互
い
講
師

と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
遠
山
君
の
発
表
を
聞
き

ま
し
た
。
疑
問
が
湧
く
と
す
ぐ
に
調
べ
始
め
、
解
決
す
る

た
め
に
様
々
な
方
法
を
試
す
と
い
う
行
動
力
に
感
動
し
、

終
了
後
に
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
声
を
掛
け
ま
し
た
。

す
る
と
数
か
月
後
、
遠
山
君
か
ら
「
大
人
に
な
っ
て
も
勉

強
し
て
い
る
人
が
い
る
ん
で
す
ね
。
会
っ
て
お
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
大
人
で
あ
れ

ば
、
ど
こ
か
で
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
と
な
る
の
で
す
が
、

相
手
は
小
学
生
。
そ
こ
で
会
津
若
松
市
に
招
き
、
町
の
児

童
に
講
演
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

遠
山
君
は
調
べ
る
学
習
に
生
か
せ
る
貴
重
な
ア
イ
デ
ア

を
伝
授
し
て
く
れ
ま
し
た
。
完
成
度
の
高
い
作
品
を
仕
上

げ
る
に
は
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
教
師
の
良
き
指

導
、
親
の
協
力
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
町
の
子
た

ち
は
遠
山
君
と
い
う
「
も
う
一
人
の
先
生
」
の
助
言
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
彼
の
行
動
力
を
刺
激
に
、
町
教
育
進
展
の
た
め

「
前
へ
」
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
遠
山

君
は
、
先
生
で
あ
り
友
人
で
す
。

教育長室から
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